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１ 本リーフレットの活用について 

２ 実践事例１ 

３ 実践事例２ 

はじめに 

 

 新学習指導要領が平成２９年３月に公示され、まもなく１年が経とうとしています。今回の改訂ポイ

ントの一つは「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善です。今までも様々な学力調査等

を活用した授業改善を推進してきましたが、これからは各学校の実態に応じて、目指す資質・能力を明

確にした授業改善が求められています。 

福生市教育委員会では、平成２８年３月に「福生市立学校の学力向上策」、翌年６月には「福生市立

学校の学力向上策（第２次）」を策定し、本市における学力についての考え方や、学力向上に必要な学

校経営の在り方、授業スタイル等について明確にしました。 

本市の学力向上推進委員会では、学力向上を図るためには、本策の活用をさらに行う必要があると考

え、「第３章 Ⅱ 学力を着実に育む授業者７つの取組」に焦点を当て、２つのグループに分かれて授

業研究を行いました。本リーフレットはその研究の成果として取りまとめたものです。 

「福生市立学校の学力向上策（第２次）」の補充資料として、本リーフレットを校内研修やＯＪＴ等

で活用し、各学校における授業改善の一層の推進を図ってくださるよう期待しています。 

 

平成３０年３月  福生市教育委員会 

『福生市立学校の学力向上策』「Ⅱ 学力を着実に育む授業者７つの取組（２）（３）」から 

「身に付ける力を明確にして授業計画を策定し、教えることと

考えさせることを区別して指導を充実させる取組例」 

『福生市立学校の学力向上策』「Ⅱ 学力を着実に育む授業者７つの取組（４）」から 

「タブレット等、ＩＣＴ機器の効果的な活用に関する取組例」 
 

■ 実践事例の見方 

 

■ 本リーフレットの活用場面 
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『福生市立学校の学力向上策』「Ⅱ 学力を着実に育む授業者７つの取組（２）（３）」から 

「身に付ける力を明確にして授業計画を策定し、教えること
と考えさせることを区別して指導を充実させる取組例」 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
授業計画策定の流れ 

身に付ける力の明確化 

【学校教育目標】 

【学校全体で育成を目指す資質・能力】 

【各教科等で育成を目指す資質・能力】 

単元計画の策定 

 
 
〇思考力・判断

力・表現力等を
育成するための
言語活動にふさ
わしい課題 

 
〇学びを人生や社

会に生かす方法 
 

など 

主に考えさせること  
 
〇習得すべき基礎

的・基本的な知識
及び技能 

 
〇思考方法 
 
〇言語活動の仕方、

話合いの視点 
 

など 

主に教えること 

 
 
（主体的・対話的で深い学びのために） 
〇授業展開や時間配分、学習形態の工夫 
〇発問や板書の工夫 
〇様々な教具やＩＣＴの活用 
〇学習の見通し、振り返りの工夫 など 

指導方法の工夫 

実践事例 第１学年数学「比例と反比例」 
（福生第一中学校の例） 

【学校教育目標】 
健康で思いやりのある人をめざし 
〇進んで学び、よく考えよう 

  正しく判断し、実行しよう 

【福生一中で育成を目指す資質・能力】 
目的に応じて情報を取捨選択しながら

自分の考えをもち、他者と協働して課題に
取り組む力（校内研修会で決定） 

【福生一中数学科で育成を目指す資質・能力】 
 事象を数学的に解釈して自分の考えを
もち、数学的な表現で他者と話し合いなが
ら課題に取り組む力 

 
 
〇身の回りの問題

を比例・反比例
の関係を利用し
て解決すること 

 
〇事象を一般化し

ておけば、同種
の事象も説明で
きること 

 
など 

主に考えさせること  
 
〇関数関係の意

味、比例や反比
例の意味、比例
や反比例の関係
を表す表、式、
グラフの特徴 

 
〇エレベータート

ークの仕方 
 

など 

主に教えること 

 
 
〇エレベータートークによる生徒の説明 
〇数学的な視点に基づくグループでの話合い 
〇ワイヤークラフト（実物）による導入 
〇学習課題や授業の目標の意図的な提示 
〇ヒントカードによる個別の支援   など 

指導方法の工夫 

深
い
理
解 

深
い
理
解 

２ 実践事例１ 
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１ 単元の目標 

       〇関数関係の意味や比例、反比例、座標の意味を理解することができる。 

       〇比例、反比例を式、表、グラフなどに表すことができる。 
       〇比例、反比例と捉えられる二つの数量について、表・式・グラフなどを用いて調べ、

それらの変化や対応の特徴を見出すことができる。 
 
        

〇比例、反比例を用いて具体的な事象を捉え、考察し、表現することができる。 
 
２ 単元の指導計画（２節・３節の主な学習内容は省略） 

節 項 時数 主な学習内容 

１節 関数 

４章の扉 １ 

〇行列の待ち時間を予想するために、どんなことが
分かればよいかを考える。 

〇１人がポップコーンを買うのにかかる時間を一
定と考えて、並んでいる人数から待ち時間を予想
する。 

関数 

１ 
〇関数の意味を知る。 
〇変域の意味と表し方を知る。 
〇変域を、不等号を使って表す。 

１ 

〇２つの数量の間に関数の関係があるかどうかを
判断する。 

〇関数の関係を「～は…の関係である」という言い
方で表す。 

〇ともなって変わる２つの数量の間の関係を、表や
式に表す。 

２節 比例 

時間と道のりの関係は？ １  

比例する量 ２  

比例のグラフ ３  

比例の表、式、グラフ １  

基本の問題 １  

３節 反比例 

反比例する量 ２  

反比例のグラフ ２  

反比例の表、式、グラフ 
基本の問題 ２ 

 

４節 比例と
反比例の利用 比例と反比例の利用 

１ 〇身のまわりの問題を、比例の関係を利用して解決
する。（本時） 

１ 〇身のまわりの問題を、反比例の関係を利用して解
決する。 

１ 
〇身のまわりの問題を、比例のグラフを利用して解

決する。 
〇比例のグラフから、具体的な事象を読みとる。  

実践事例 第１学年数学「比例と反比例」 
（福生第一中学校の例） 

深い理解 

主に 
「教えること」 
による目標 

主に 
「考えさせること」 
による目標 

ここでは便宜的に１単位時間ごとに「教える
こと」「考えさせること」を色分けし、区別し
たが、「学習指導要領解説 総則編（７７頁）」
には、「主体的・対話的で深い学びは、必ずし
も１単位時間の授業の中で全てが実現されるも
のではなく、単元や題材などの内容や時間のま
とまりを見通して、例えば（省略）、学びの深
まりをつくりだすために、生徒が考える場面と
教師が教える場面をどのように組み立てるか、
といった観点で授業改善を進めることが重要と
なる。」と示されている。 
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・写真や図表、実物や考え方を大きく映して説明することで興味や関心を高め、視線が集まり指
示が明確になる。 

小学校  算数：分度器の目盛りに注目させる。 
 小学校 家庭科：手元の動きを繰り返して見せる。 
 中学校  国語：作文の文例や手本として文章に注目させる。 

中学校  社会：地図と合わせて航空写真を見せ、実際の地形を確認する。 
 

 
・ペアワークや運動実技を行うときに、活動やその様子を撮影・録画し記録することができる。

短時間に簡単に録画でき、再生にも時間をとらないため、良いものをすぐに紹介して児童・生
徒の活動内容の向上につなげることができる。一瞬で終わってしまう活動の様子を何度も繰
り返して提示して振り返ることもできる。 

小学校  体育：ティーバッティングの正しいフォームの確認をする。 
 小学校  理科：実験の様子や結果を映像として記録する。 
 中学校  英語：ＡＬＴが不在の場合の発音練習を映像で行う。 

中学校  美術：作品を制作していく過程を記録する。 
 

 
 ・口頭による説明だけではイメージしにくい部分についてアニメーション等を提示し、それに

対して意見を出し合う学習活動ができる。また資料について自分の考えをノートに書かせ、
書画カメラ等でノートを拡大提示しながら話し合ったりすることなどを通して、児童・生徒
の思考や理解をより深める学習活動ができる。 

小学校  算数：図形の移動をアニメーションでイメージしながら確認する。 
 小学校 家庭科：ミシンの使い方や準備を映像をみて確認する。 
 中学校  理科：月の動きを映像をみて、わかることをグループで意見を出し合う。 

中学校  数学：表からわかることをノートに書かせ、書画カメラを用いて説明させる。 

・ＩＣＴ機器の活用については「手段」であることを忘れずに、導入や課題提示の場面をしぼって 
 活用を考えたり、中心となる学習活動のねらいや内容を踏まえたりして、必要に応じて積極的に

活用することが重要である。 
・照明や角度、姿勢等の学習環境に配慮を欠かさないようにする。 
 

留意事項 

理解を深めることができる 

活動を映像・画像として記録することができる 

教材等を分かりやすく説明することができる 

教育効果をあげるためのＩＣＴ活用の計画 

① 
学習目標を確認
する。 

② 
ICT の利点を踏まえた
活用場面を検討する。 

③ 
効果的な授業展開
を検討する。 

④ 
実施後、ICT 活用の
効果を検証する。 

３ 実践事例２ 
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〇積極的に道を尋ねたり、道案内したりしようとする。    （ア） 
〇目的地への行き方を尋ねたり言ったりする表現に慣れ親しむ。（イ） 
〇英語と日本語とでは、建物の表し方が違うことに気付く。  （ウ） 

 
 
 
 
１ 単元の目標 
 
 
 

２ 単元の指導計画 

時 目標と主な学習活動 指導上の留意点 評価 

１ 町中にある様々な建物などの言い
方を知り、日本語との違いに気付く
とともに、道案内の言い方を知る。 
○挨拶をする。 
○「What’s this?ゲーム」絵カード

を見て、それが何か答えながら、
建物の言い方を知る。 

○「おはじきゲーム」 
○「方向音痴ゲーム」 
○振り返りと終わりの挨拶 

・外国の様子で気付いたことを
尋ねる。 

・乗り物、ポストの色や形、ス
クールバスなど、日本と似て
いる点や違う点を話し合わせ
る。 

・はじめはゆっくり行い、慣れ
てきたらスピードを速くする
など、楽しめる工夫をする。 

 

・英語での建物などの表し方の
特徴や、日本語との違いに気
付いている。（ウ） 

・This is a～や店、建物、施設
などの表現について、聞き取
ろうとしている。（イ） 

２ 建物などの言い方や、目的地への
行き方を尋ねたり言ったりする表現
に慣れ親しむ。 
○挨拶をする。 
○「What’s this?ゲーム」 
○「Simon Says（サイモン・セ

ズ）ゲーム」 
○「Let’s Listen」 
○振り返りと終わりの挨拶 

・はじめはゆっくり行い、慣れ
てきたらスピードを速くする
など、楽しめる工夫をする。 

・日本語で自由に感想を言える
ようにする。 

・楽しく活動できたことをほめ
る。 

・道の方向を示す言葉を聞き取
りながら、進んで会話しよう
としている。（ア） 

・Go straight. Turn left / 
right.などの指示を聞いて、行
動しようとしている。（イ） 

３
（
本
時
） 

目的地への行き方を尋ねたり言っ
たりする表現に慣れ親しむ。 
○挨拶をする。 
○「Simon Says（サイモン・セ

ズ）ゲーム」 
○「どこにあるのかな？」指導者の

道案内を聞き、ワークシート上に
絵カードを置いて地図を作る。 

○ペアになり、地図上の空欄に置い
た建物の位置を道案内で教え合
う。 

・はじめはゆっくり行い、慣れ
てきたらスピードを速くする
など、楽しめる工夫をする。 

・T1 と T2 で活動の進め方につ
いてデモンストレーションを
行う。 

 

・目的地への行き方を尋ねたり
言ったりしている。（イ） 

・学習した表現を活用しなが
ら、進んで会話しようとして
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○挨拶をする。 
○「Let’s Chant」 
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○「友達を案内しよう①」 

ワークシート 
○「友達を案内しよう②」 

教室を町に見立てて道案内をす
る。 

・理解できていない児童や積極
的に参加できない児童と一緒
に活動し、英語でのコミュニ
ケーションを楽しめるように
する。 

・状況に応じて 3 人～4 人組に
し、子ども達同士で教え合い
ながら活動を楽しめるように
する。 

・相手意識をもって目的地への
行き方を尋ねたりわかりやす
く案内したりしている。（ア） 

・Go straight. Turn left / 
right.などの表現を使って、道
を聞いたり教えたりしようと
している。（イ） 

 

実践事例 第６学年外国語活動「Turn right」 
（福生第四小学校の例） 

主なＩＣＴの活用 
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『福生市立学校の学力向上策』「Ⅱ 学力を着実に育む授業者７つの取組（４）」から 

「タブレット等、ＩＣＴ機器の効果的な活用取組例」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
・写真や図表、実物や考え方を大きく映して説明することで興味や関心を高め、視線が集まり指
示が明確になる。 

小学校  算数：分度器の目盛りに注目させる。 
 小学校 家庭科：手元の動きを繰り返して見せる。 
 中学校  国語：作文の文例や手本として文章に注目させる。 

中学校  社会：地図と合わせて航空写真を見せ、実際の地形を確認する。 
 

 
・ペアワークや運動実技を行うときに、活動やその様子を撮影・録画し記録することができる。

短時間に簡単に録画でき、再生にも時間をとらないため、良いものをすぐに紹介して児童・生
徒の活動内容の向上につなげることができる。一瞬で終わってしまう活動の様子を何度も繰
り返して提示して振り返ることもできる。 

小学校  体育：ティーバッティングの正しいフォームの確認をする。 
 小学校  理科：実験の様子や結果を映像として記録する。 
 中学校  英語：ＡＬＴが不在の場合の発音練習を映像で行う。 

中学校  美術：作品を制作していく過程を記録する。 
 

 
 ・口頭による説明だけではイメージしにくい部分についてアニメーション等を提示し、それに

対して意見を出し合う学習活動ができる。また資料について自分の考えをノートに書かせ、
書画カメラ等でノートを拡大提示しながら話し合ったりすることなどを通して、児童・生徒
の思考や理解をより深める学習活動ができる。 

小学校  算数：図形の移動をアニメーションでイメージしながら確認する。 
 小学校 家庭科：ミシンの使い方や準備を映像をみて確認する。 
 中学校  理科：月の動きを映像をみて、わかることをグループで意見を出し合う。 

中学校  数学：表からわかることをノートに書かせ、書画カメラを用いて説明させる。 

・ＩＣＴ機器の活用については「手段」であることを忘れずに、導入や課題提示の場面をしぼって 
 活用を考えたり、中心となる学習活動のねらいや内容を踏まえたりして、必要に応じて積極的に

活用することが重要である。 
・照明や角度、姿勢等の学習環境に配慮を欠かさないようにする。 
 

留意事項 

理解を深めることができる 

活動を映像・画像として記録することができる 

教材等を分かりやすく説明することができる 

教育効果をあげるためのＩＣＴ活用の計画 

① 
学習目標を確認
する。 

② 
ICT の利点を踏まえた
活用場面を検討する。 

③ 
効果的な授業展開
を検討する。 

④ 
実施後、ICT 活用の
効果を検証する。 

３ 実践事例２ 
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３ 本時の目標（全４時間中の第３時） 

   目的地への行き方を尋ねたり、言ったりする表現に慣れ親しむ。 

 

 

４ 本時の展開 

 〇主な学習内容 ◇留意事項 ◆評価 ICT 機器の活用 

導入 ○挨拶をする。 

 Hello. 

 I’m～. 

 How are you? 

○フォニックスを行う。 

○単語の復習をする。 

○新出英文の確認をする。 

Where is the～ 

○「Simon Says（サイモン・セズ）ゲーム」

を行う。 

 

◇児童全員が声を出せるように呼びかけ

る。 

◇全員が口を開けて発音・発声できるよう

に呼びかける。 

◇アクティビティで使う既習の単語練習を

する。 

◇新出英文を確実に言えるようにする。 

◇はじめはゆっくり行い、慣れてきたらス

ピードを速くするなど、楽しめる工夫をす

る。 

◆目的地への行き方を尋ねたり言ったりし

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○あらかじめに ALT がフォニックスを行っている

様子を iPad で撮影しておき、それをフォニック

スの練習の時に見せる。 

 

展開 ○前時の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇T1 が案内役になり道案内をする。児童はペア

になり、協力して地図をつくる。 

 

〇代表児童と T１でデモンストレーションを行

う。 

 

〇ペアになり、地図上の空欄に置いた建物の一

を道案内で教え合う。 

◇「What’s this?ゲーム」の様子を見て、

前時に学習した表現を思い出し、本時では

さらに発展した表現を学習することを知ら

せる。 

 

 

 

 

 

 

◇T1 と T2 がペアとなり、書画カメラを用

いて、デモンストレーションを行う。 

 

◇ T2 は机間指導をしながら支援する。 

 

 

◇代表児童：道案内をする。 

 T1：Fussa Map の上に絵カードを置い

て地図を作る。 

◆学習した表現を活用しながら、進んで会

話しようとしている。     

○前時の活動の様子をビデオで振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○実際のやり取りを、書画カメラを用いて、分かり

やすく説明する。 

 

○積極的に活動できているペアをビデオにとり紹

介していく。 

 

 

 

 

 

 

まとめ ○振り返りと終わりの挨拶をする。 

Good bye～. 

See you. 

◇今日の活動について振り返りカードを書

かせる。 

 

めあて 

「地図を作って英語で友だちを案内しよう。」 

 
・導入場面において、タブレットに録画した ALT がフォニックスを行っている様子をテレビ画面に映し、発音・書き取り練習で活用する。 
・展開場面において、書画カメラで机上の地図をテレビ画面に拡大して映し、実際の取り組みの様子を確認する。 

『学力向上策』「（４）タブレット等、ICT 機器の効果的な活用」との関連 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

前時の様子をビデオで振り返る

ことで、時間の短縮にもなり、 

全員が確実に思い出すことがで

きる。 

友達の活動の様子をみて、自分た

ちのとの違いに気付いたり、共通

点を見つけたりしながら、意欲向

上につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

T1、T2 のやり取りを実際

に見て、これからの活動に

ついて、自信をもって取り

組むことができる。 

 
 
 
 
 
 
ＡＬＴのフォニックスの様子を
１度録画すれば、ＡＬＴが不在
のときでも、ＡＬＴと同じ質の 
フォニックスを行うことができ
る。 
 

【学習活動「どこにあるのかな？」】 
〇ペアになり、案内役と案内を受ける役を

決める。 
○案内を受ける人は、案内役から英語で道

案内を聞き、 自分の白地図（Fussa 
Map）の上にその絵カードを置いて地図
を作る。 

○それぞれが交代し、地図上の空欄に置い
た建物の位置を道案内で教え合う。 

① 書画カメラを活用し指

示を明確にする。 

 → 写真、図表、実物や

考え方を大きく写す。 

 

③ ALT の発音の様子を動

画で提示する。 

 → 映像を繰り返し提示

することで、口の形や

音等を確認する。 

 

② タブレットのカメラ機

能で学習活動を映像・画

像として記録する。 

 → 学習の様子を即時に

提示し振り返りを行う

ことで、理解を深める。 

本時における ICT の活用 
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３ 本時の目標（全４時間中の第３時） 

   目的地への行き方を尋ねたり、言ったりする表現に慣れ親しむ。 

 

 

４ 本時の展開 

 〇主な学習内容 ◇留意事項 ◆評価 ICT 機器の活用 

導入 ○挨拶をする。 

 Hello. 

 I’m～. 

 How are you? 

○フォニックスを行う。 

○単語の復習をする。 

○新出英文の確認をする。 

Where is the～ 

○「Simon Says（サイモン・セズ）ゲーム」

を行う。 

 

◇児童全員が声を出せるように呼びかけ

る。 

◇全員が口を開けて発音・発声できるよう

に呼びかける。 

◇アクティビティで使う既習の単語練習を

する。 

◇新出英文を確実に言えるようにする。 

◇はじめはゆっくり行い、慣れてきたらス

ピードを速くするなど、楽しめる工夫をす

る。 

◆目的地への行き方を尋ねたり言ったりし

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○あらかじめに ALT がフォニックスを行っている

様子を iPad で撮影しておき、それをフォニック

スの練習の時に見せる。 

 

展開 ○前時の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇T1 が案内役になり道案内をする。児童はペア

になり、協力して地図をつくる。 

 

〇代表児童と T１でデモンストレーションを行

う。 

 

〇ペアになり、地図上の空欄に置いた建物の一

を道案内で教え合う。 

◇「What’s this?ゲーム」の様子を見て、

前時に学習した表現を思い出し、本時では

さらに発展した表現を学習することを知ら

せる。 

 

 

 

 

 

 

◇T1 と T2 がペアとなり、書画カメラを用

いて、デモンストレーションを行う。 

 

◇ T2 は机間指導をしながら支援する。 

 

 

◇代表児童：道案内をする。 

 T1：Fussa Map の上に絵カードを置い

て地図を作る。 

◆学習した表現を活用しながら、進んで会

話しようとしている。     

○前時の活動の様子をビデオで振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○実際のやり取りを、書画カメラを用いて、分かり

やすく説明する。 

 

○積極的に活動できているペアをビデオにとり紹

介していく。 

 

 

 

 

 

 

まとめ ○振り返りと終わりの挨拶をする。 

Good bye～. 

See you. 

◇今日の活動について振り返りカードを書

かせる。 

 

めあて 

「地図を作って英語で友だちを案内しよう。」 

 
・導入場面において、タブレットに録画した ALT がフォニックスを行っている様子をテレビ画面に映し、発音・書き取り練習で活用する。 
・展開場面において、書画カメラで机上の地図をテレビ画面に拡大して映し、実際の取り組みの様子を確認する。 

『学力向上策』「（４）タブレット等、ICT 機器の効果的な活用」との関連 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

前時の様子をビデオで振り返る

ことで、時間の短縮にもなり、 

全員が確実に思い出すことがで

きる。 

友達の活動の様子をみて、自分た

ちのとの違いに気付いたり、共通

点を見つけたりしながら、意欲向

上につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

T1、T2 のやり取りを実際

に見て、これからの活動に

ついて、自信をもって取り

組むことができる。 

 
 
 
 
 
 
ＡＬＴのフォニックスの様子を
１度録画すれば、ＡＬＴが不在
のときでも、ＡＬＴと同じ質の 
フォニックスを行うことができ
る。 
 

【学習活動「どこにあるのかな？」】 
〇ペアになり、案内役と案内を受ける役を

決める。 
○案内を受ける人は、案内役から英語で道

案内を聞き、 自分の白地図（Fussa 
Map）の上にその絵カードを置いて地図
を作る。 

○それぞれが交代し、地図上の空欄に置い
た建物の位置を道案内で教え合う。 

① 書画カメラを活用し指

示を明確にする。 

 → 写真、図表、実物や

考え方を大きく写す。 

 

③ ALT の発音の様子を動

画で提示する。 

 → 映像を繰り返し提示

することで、口の形や

音等を確認する。 

 

② タブレットのカメラ機

能で学習活動を映像・画

像として記録する。 

 → 学習の様子を即時に

提示し振り返りを行う

ことで、理解を深める。 

本時における ICT の活用 
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